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新聞の広告出稿問題に対する厳密解法  

0且0且4904帝塚山大学 ＊伊佐田百合子ISAⅢA翫紆肱0  

0且00悶34関西学院大学井垣伸子Ⅰ侃良澄江N曲地0  

0且冒045舶（株）電通  山川茂孝馳も晩馳五g如乱隆乱  

0且4023冒4関西大学  仲川勇二NÅ監ÅG適鯛胞翫j五  

現実に新聞に広告を出稿する際には，どの新聞社に  

どのように出稿するかを計画する必要がある．どの新  

聞社にということについては，対象となる新聞社は，  

一般紙としては中央紙，ブロック紙，地方紙があるほ  

か，専門紙，スポーツ紙など多岐にわたっている．ど  

のように出稿するかということについては，広告のサ  

イズ，色 出稿紙面，位置，広告出稿の契約の種別な  

どを考慮する必要がある．広告料金は，どの新聞社に  

どの様に広告を出稿するのかで決定されるが，広域優  

遇，多量出稿優遇，安定契約優遇などの優遇処置が設  

定されており，これらを考慮する必要がある．   

伊佐田ら【幻は，中央紙のうち4紙を対象とし，  

新聞広告の評価指標として「販売部数」を用いて変数  

が分離可能な非線形ナップザック問題として定式化し，  

仲川【3】により開発されたモジュラー法を用いて高速  

に厳密解を求める方法を提案した．更に，予算に対す  

る感度を分析することにより新聞社に対する価格設定  

交渉が可能となることを示した．   

ここでは，広告の効果指標として「閲読率」と  

「面別接触率」を取り上げ，ブロック紙や地方紙を  

含めた一般紙を対象として，定められた予算範囲内  

で，できるだけ閲読数が多く新聞の面別接触率が高  

い紙面に皿段広告を出稿する場合について検討する．  

1．はじめに   

メディアプランニングの現場では，あらかじめ定め  

られた予算内で，できるだけ効果的に広告を露出する  

ことができる広告媒体の組合せを求めるシステムであ  

るオプティマイザが用いられている【1】．オプティマイ  

ザに採用されているアルゴリズムは，広告媒体による  

構造の遠いや広告自体の多様性により，その組合せは  

多岐にわたるため，遺伝的アルゴリズム（GA）やグ  

リーディーアルゴリズムを用いた近似解法が」投的で  

あり，厳密解法は用いられていない．   

本稿では，主要な広告媒体の一つである新聞を  

取り上げ，厳密解法を用いた最適な新聞広告の出稿  

計画を立案する方法について議論する．  

2．新開広告出稿問題   

新聞広告出稿問題とは，「あらかじめ決められた予  

算の範囲内で，できるだけ新聞広告の効果が高くなる  

ようにするためには，どの新聞にどの様に広告を出稿  

すればよいか」という問題である．   

新聞広告の効果に関するいくつかのデータが各新  

聞社から公開されている．これらのデータは，主に，  

「販売部数」，「閲読率」，「面別接触率」，「広告接触率」  

などである．各データは，新聞広告の到達段階を示し  

ており，「販売部数」は，媒体自体の到達，すなわち，  

新聞を購入しているかどうかを示し，「閲読率」は，新  

聞がどの程度読まれたかを示しており，「面別接触率」  

は，新聞の特定の紙面を読んだかどうかを示しており，  

「広告接触率」は，特定の広告を見たかどうかを示し  

ている．  

3．定式化   

中央紙は，すべての本支社に出稿する場合は全  

国版といわれその広告料金は，広域優遇制が適用  
される．そのため，同一新聞において，全国版と本  
支社が同じに選択されないように定式化する必要  

がある・中央紙をfl，それ以外をf2，全国版を除く  
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各中央紙の本支社版をノとすると，各中央紙の本支  

社版について特定紙面に広告を出講する場合の各  

中央紙の本支社版の紙面に対する閲読数を1．ノ，面  

別接触数を呵1ノ，そのときに必要となる広告料金を  
Ci】ノ，中央紙以外の新聞の特定紙面に広告を出稿す  
る場合の閲読数を12・面別接触数をwら，そのとき  
に必要となる広告料金をcらとする・広告を掲載す  

る候補となる紙面がいくつか存在し，その一つに広  

告を出稿するとした場合の決定変数が中央紙，それ  

以外がそれぞれ1ノ，ろ2であらわされるとき，広告予  

算をⅩとおくと，全国版に出稿しない場合，この  

間題は，次のような非線形多目的ナップザック問題  

として定式化される．  

）
 
 

′
 
 
 

r
h
●
 
 

h
∑
車
 
 
 

＋
 
 
 

）
 
 

▲
‖
U
 
h
 
O
 
 
 

r
h
．
 
 

m
∑
河
 
 

Max．   

宣w岬（ズ叩）・皇彗トら），  
fl…1 ら＝1  

su匝tto皇c‘．。ト岬）・皇cら（Jち）≦Ⅹ，  
jl＝1 ら＝1  

∫叩∈g叩（ち封，2，…，巧）gfl。＝（1，2，…，た岬），  

ズら∈gら（ら＝1，2，…，乃2）gら＝（1，2，…，たら）・  

4．解法   

今回のような非線形多目的ナップザック問題は，  

仲川の開発したモジュラー法【沸こ基づく標的アプ  

ローチ【dを用いて効率的に解くことができる．全国  

版に出稿する場合とそうでない場合にわけて，それ  

ぞれ標的アプローチを用いて問題を解き，標的解を  

得る．標的解とは，任意に定めた目的関数値よりよ  

い目的関数値を与え卑解のことである．得られた標  

的解についてもとの目的関数の値で優越操作を行  

いパレート最適解を得る．ここで得られるパレート  

最適解は，原問題の厳密なパレート最適解であるこ  

とが保証されているM．   

なお，紙面の都合上，発表においていくつかの  

数値実験の結果から，本手法の有効性について報告  

する予定である．  
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各中央紙の全国版をノ＝0とおくと，1つの中央紙  

αのみ全国版に出稿する場合，以下のように定式化  

でき．  
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複数の中央紙が全国版に出稿するとした場合もこ  

れと同様に考えることができ，すべての中央紙につ  

いて全国版に出稿する場合は，以下のように定式化  

できる．  
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